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役場庁舎１階

文化センター
教育委員会事務局

保健センター
健康福祉課 健康づくり室

コミュニティセンター１階

①ひとつの課が受け持つ業務の範囲を拡大し、柔軟な対応を目指します。
②町民の皆さんがなるべく少ない移動で要件が済ませるよう窓口業務を改善します。
③町民の皆さんとともに行政を進める体制作りを進めます。
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町では、昨年度策定した「吉岡町行政改革大綱」に基づき、簡素で効率的な行政運営を図るため、
平成19年４月から役場の組織（課など）を再編します。

新しい配置図（予定）

役場の組織・機 構が変わります�役場の組織・機 構が変わります�構が変わります�
平成 9年４月から
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問合せ先　役場町政対策室�
牲54－3111(内線180)

１　座談会の期日
平成18年11月11日～12月17日　午後７時から午後９時まで

２　参加者　
町内13行政区で延べ　326人　　１行政区当り平均25.1人

３　行政側の出席者
８人（町長・助役・収入役・教育長・総務課長・企画財政課長・町政対策室長・同係長）

４　議会側の出席者
地元町議会議員

５　座談会を終えて
今年度、町では第4次吉岡町総合計画や行政改革大綱の実施計画に沿って、自治会制度の導入の推進に取り組みを

しています。これまで先進事例を参考に自治会制度に関する資料収集や渋川市、前橋市の自治会を訪問し、聞き取
り調査など実態把握に努めました。そして、具体的な取り組みとして、４月から区長会や町議会で自治会制度の概
要やスケジュールなどの説明を行い、９月には町民を対象に町・議会・区長が一体となって「みんなで考えようこ
れからの吉岡町」、テーマ「住民参加による協働のまちづくり」として講演会を開催しました。その後も町広報で、
自治会制度の概要等を10月から２月号まで、シリーズで４回掲載しました。このような取り組み経過の中で、11月
から12月にかけて町と区長会の共催により町内の全行政区で自治会制度等の座談会を実施しました。
なお、この座談会の実施にあたり、区長を始め各行政区の役員および議員の皆さまには、地域住民の参加の呼び

掛けや会場準備などにご支援、ご協力を頂きましたこと、厚くお礼を申し上げます。
さて、座談会においては、自治会制度移行への具体的な質問が数多く出されました。また、地方分権の進展や町

が進めている住民参加という概念や行政と協力しながらまちづくりを進める「協働」の理念には、まだ気運や醸成
が十分とはいえず、自治会制度の移行への必要性はある程度、理解はされているものの、行政からの押し付けでは
ないか、また、現在の行政区制度でよい、などの意見も出されました。
このように座談会で出された意見や課題など、区長会や町議会と協議、検討を行ない、今後の取り組み方針を明

確にして、町民の理解を得ながら、導入に向けて推進していく必要があります。

６　自治会制度等座談会の主な質問について
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自治会制度等座談会の結果についてお知らせします。

質問及び意見の趣旨

① 自治会制度に移行しなければならないのですか

② 自治会の区域設定（統合・分割）について

③ 自治会の加入・未加入の問題について

④ 自治会の事務委託費（財政）について

⑤ 役員関係について

⑥ 事務所の位置について

⑦ 自治会の具体的な内容及び移行方法について

⑧ 地域担当職員について

⑨ 自治会の仕事について

⑩ 地縁団体の認可について

⑪ 自治会制度の住民へのアプローチについて

⑫ その他
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※自治会制度等座談会の主なＱ＆Ａは、４月号にも掲載を予定しています。

区長制度は、行政の補助機関的な側面が強く、行政主導によるものです。しかし、住民ニーズが多
様化している現在、行政においては、事業予算の減少、職員数の縮小などにより、全ての住民ニーズ
に対応することが非常に難しくなっています。そこで、これからの地方自治のあり方としては、これ
まで行政が行っていた事業やサービスを自助（個人・家庭の努力）・共助（地域の結束と協力・民間
企業への委託）・公助（計画策定・住民活動の補完的支援）の役割分担を行い、住民ニーズに対応す
る必要があります。そして、共助と公助の部分を担うのが自治会と行政です。
また、町は、計画行政ということで、計画に基づいて毎年事業を執行しています。その最上位の計

画が総合計画で、平成13年３月に議会の議決を受けて、現在の総合計画が決定されています。10年間
の中で自治会制度に取り組みをしていくことになっています。もう一つは、行政改革大綱ということで
平成18年３月に策定しています。その実施計画の中に、平成18年度から取り組むことになっています。

町では、自治会制度へ円滑に移行するためには、現在の行政区をそれぞれ単位自治会
とする方向がよいと考えています。ただし、将来において、現在の行政区をそのまま単
位自治会とすることに不都合が生じる恐れなどがある場合には、自治会移行前に、関係
行政区同士で協議を行い、調整がつけば分割又は統合することは可能であると考えます。
また、行政区の境界変更について、現在、境界において支障があり、その解決を図
りたい旨、区長からの要請があれば、町は関係行政区との協議や調整を行います。た
だし、境界変更は、地域住民が主体であり、行政区同士の話し合いによって、決定す
ることが望ましいので、行政が独断で境界を決めることは考えていません。

自治会は、住民相互の親睦だけでなく、地域を構成する全ての人々の意思を反映するものとして、地域活動
や行政との係わりにおいて、大きな役割を担っています。従って、自治会加入は個人の自由というより、当然
入るべきものと考えています。
そこで、次の方法が考えられます。一般的な自治会は、自治会規約の作成時に、「その地域に住所を有するこ

とで自治会に加入するものとみなす。」などを加える方法もあります。自治会移行後は、地域の関連団体である、
子供会、ＰＴＡ、老人会などと連携を図りながら加入を推進する必要があります。自治会の運営について、総
会資料の説明や、活動内容のＰＲを行い加入を推進する必要があります。アパートの入居者などに対する未加
入問題は、アパートの建設の時から、大家や管理業者との協議が大切です。自治会費に持家、借家、独居老人、
単身赴任などで差をつける方法もあります。未加入者の住民には地域における防犯・防災活動、ゴミの搬出、
環境美化活動などの恩恵に浴している認識を持っていただいて、辛抱強く自治会加入を行う必要があります。

現在、区長、区長代理、隣組長は、地域より推薦された人たちを町が委嘱し、非常勤の特別職にな
っていただいています。また、区長などの報酬を各個人に直接支払っていますが、今後、自治会にな
ると、町は、自治会と事務委託を行い、１世帯あたりの単価契約により、今までの区長などの役員に
支払っている報酬総額程度を各自治会に世帯数割で配分し、年２回に分けて支払う予定です。
◎事務委託の世帯数は、毎年４月１日現在の住民基本台帳による世帯数とします。
◎委託費は、「吉岡町自治会に対する事務委託及び助成等に関する規則（案）」で定める、基本額と広
報等配布世帯数加算額の２つの算出方法の合計とする予定です。
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年
度
の
課
税
基
礎
と
な
る
固
定

資
産
課
税
台
帳
の
内
容
の
閲
覧
を
し

ま
す
。
土
地
・
家
屋
な
ど
の
固
定
資

産
を
お
持
ち
の
人
、
特
に
前
年
中
に

土
地
を
取
得
し
た
人
や
、
家
屋
の
新

築
・
取
り
壊
し
を
し
た
人
は
、
課
税

台
帳
を
閲
覧
し
て
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
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税

金

土
地
・
家
屋
な
ど
を
お
持
ち
の
人

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

募

集

粋
だ
ね

消
防
団
員
募
集 ▼

閲
覧
期
間

４
月
２
日(

月)

〜
平

成
20
年
３
月
31
日(

月)

▼
閲
覧
で
き
る
人

納
税
者
本
人
、

納
税
管
理
人
、
納
税
者
の
委
任
を
受

け
た
人
（
委
任
状
ま
た
は
代
理
人
選

任
届
が
必
要
）。
ま
た
、
閲
覧
の
際
、

印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

役
場
税
務
課
牲
54
・

３
１
１
１
（
内
線
１
３
７
）

町
で
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
新
規

事
業
と
し
て
、
在
宅
の
障
害
者
お
よ

び
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
医
療
機

関
へ
通
院
の
た
め
外
出
す
る
場
合
、

タ
ク
シ
ー
以
外
の
公
共
交
通
機
関
を

利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
タ
ク

シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
に
、
そ
の
運

賃
の
基
本
料
金
分
の
タ
ク
シ
ー
利
用

券
を
申
請
に
よ
り
交
付
し
ま
す
。

▼
交
付
対
象

本
町
に
１
年
以
上
住
所
を
有
す
る

福

祉

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付

平
成
19
年
度
よ
り
新
規
福
祉
事
業

在
宅
の
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
。
た
だ
し
、
自
動
車
税
ま
た
は
軽

自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
人

の
世
帯
に
属
す
る
人
ま
た
は
生
活
保

護
者
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
障
害
の
等
級

が
１
級
の
手
帳
所
持
者

②
療
育
手
帳
の
障
害
の
程
度
が
Ａ

１
・
Ａ
２
（
旧
Ａ
重
）
の
手
帳
所
持
者

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
等

級
が
１
級
の
手
帳
所
持
者

▼
消
防
団
と
は

消
防
本
部

や
消
防
署
と
同
様
に
、
消
防

組
織
法
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ

れ
の
市
町
村
に
設
置
さ
れ
る

消
防
機
関
で
す
。
地
域
に
お

け
る
消
防
防
災
の
要
と
し
て
、

平
常
時
・
災
害
時
を
問
わ
ず

そ
の
地
域
に
密
着
し
、
地
域

の
安
心
安
全
を
守
っ
て
い
ま
す
。

団
員
は
普
段
、
仕
事
を
も
ち

な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
精
神
に

よ
っ
て
消
防
団
に
入
団
し
て
い
ま
す
。

▼
消
防
団
員
の
待
遇

消
防
本
部
な

ど
の
職
員
と
同
じ
く
、
権
限
と
責
任

を
有
す
る
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で

す
。
年
額
報
償
金
、
出
動
手
当
て
が

支
給
さ
れ
、
公
務
災
害
補
償
な
ど
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
年
齢

満
18
歳
〜
55
歳

▼
活
動
内
容

消
防
活
動
は
も
ち
ろ

ん
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
大
規
模
災

害
時
の
救
助
・
救
出
・
警
戒
・
巡

視
・
避
難
誘
導
な
ど
災
害
防
御
に
当

た
る
と
と
も
に
平
常
時
に
は
訓
練
、

住
民
へ
の
啓
発
、
広
報
活
動
、
防
火

活
動
、
特
別
警
戒
な
ど
の
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

役
場
総
務
課
防
災
交

通
係
牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線
１
２
４
）

▲秋季点検

▼ポンプ操法

消
防
団
で
は
、
消
防
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。



８2007.３

項
を
記
入
し
、
手
帳
お
よ
び
印
鑑
を

持
参
し
、
保
険
福
祉
課
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
審
査
の
上
、
交
付
し
ま
す
。

※
申
請
は
本
人
お
よ
び
家
族
の
人
以

外
が
申
請
す
る
場
合
は
委
任
状
が
必

要
で
す
。

▼
申
請
期
間

交
付
申
請
受
付
は
、
３
月
15
日

(

木)

か
ら
。

▼
申
請
場
所

役
場
保
険
福
祉
課

▼
問
合
せ
先

保
険
福
祉
課

福
祉
係
　
牲
54
・
３

１
１
１
（
内
線
１
４
５
）

④
満
70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
（
日
常
で
の
生
活
実
態
が
一
人

暮
ら
し
で
あ
っ
て
、
同
一
敷
地
な
ど

に
親
族
が
い
な
い
人
）

▼
交
付
内
容

タ
ク
シ
ー
利
用
券
年
間
48
枚
〔
月

４
枚
〕(

た
だ
し
、
年
度
途
中
に
、

誕
生
日
を
迎
え
た
人
ま
た
は
被
認
定

者
に
つ
い
て
は
、
交
付
枚
数
が
月
割

り
と
な
り
ま
す
。）

▼
交
付
方
法

利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
福
祉
タ

ク
シ
ー
券
交
付
申
請
書
に
所
定
の
事

む
。）
を
満
た
し
て
い
れ
ば
補
助
金

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
改
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、

厳
し
い
財
政
状
況
な
ど
に
よ
り
交
付

額
が
減
額
と
な
り
、
平
成
19
年
４
月

か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
の
で
、
浄
化

槽
の
設
置
を
す
る
場
合
は
ご
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
引
続
き
水
環
境
を
守
る
た

め
、
浄
化
槽
管
理
者
（
一
般
的
に
は

浄
化
槽
を
設
置
し
た
人
）
お
よ
び
こ

れ
か
ら
設
置
を
予
定
し
て
い
る
人
に

つ
き
ま
し
て
は
、
浄
化
槽
法
に
基
づ

く
定
期
的
な
保
守
点
検
と
清
掃
お
よ

び
年
１
回
の
法
定
検
査
の
実
施
に
ご

改

定
浄
化
槽
設
置
者
（
新
規
設
置
お
よ

び
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理

浄
化
槽
へ
転
換
す
る
場
合
）
に
は
、

町
の
浄
化
槽
設
置
事
業
費
補
助
金
交

付
要
綱
に
よ
り
国
お
よ
び
県
の
補
助

を
受
け
、
一
定
の
基
準
（
公
共
下
水

道
整
備
区
域
ま
た
は
認
可
区
域
、
農

業
集
落
排
水
処
理
施
設
整
備
事
業
区

域
ま
た
は
計
画
区
域
を
除
く
全
域
。

た
だ
し
５
戸
以
上
の
分
譲
住
宅
や
貸

家
お
よ
び
１,
０
０
０

２

ｍ
以
上
の
開

発
行
為
な
ど
に
該
当
す
る
場
合
は
対

象
外
。
ま
た
、
原
則
的
に
一
般
住
宅

の
み
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
例

外
と
し
公
共
性
の
高
い
建
築
物
は
含

浄
化
槽
設
置
事
業

補
助
金
制
度
の
改
定

今月の納税
国民健康保険税・・12期
介護保険料・・・・12期

便利で確実な口座振替も利
用できます

納期限　４月２日(月)

８
〜
10
人
槽
　
２
９
８
千
円

▼
問
合
せ
先

役
場
下
水
道
課
　

牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線
１
７
６
・
１
７
７)

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
交
付
金
額

５
人
槽
　
１
７
４
千
円

６
〜
７
人
槽
　
２
２
５
千
円

選

挙

４
月
８
日
・
22
日
投
票

統
一
地
方
選
挙
の
お
知
ら
せ

吉
岡
町
長
選
挙
お
よ
び
吉
岡
議
会

議
員
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
ま
た
は

関
係
者
は
、
次
の
日
程
で
行
わ
れ
る

会
議
な
ど
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・
立
候
補
予
定
者
事
前
説
明
会

▼
期
日

３
月
15
日
（
木
）

▼
時
間

午
後
１
時
30
分

▼
場
所

役
場
２
階
会
議
室

・
立
候
補
届
出
書
類
事
前
審
査

▼
期
日

４
月
11
日
（
水
）、
12
日

（
木
）

▼
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
場
所

役
場
２
階
会
議
室

▼
問
合
せ
先

吉
岡
町
選
挙
管
理
委
員
会

牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線
１
２
３
）

吉
岡
町
で
は
、
次
の
日
程
に
よ
り

選
挙
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

・
群
馬
県
議
会
議
員
選
挙

▼
投
票
日

４
月
８
日(

日)

▼
投
票
時
間

午
前
７
時
〜
午
後
８

時
　

・
吉
岡
町
長
お
よ
び
吉
岡
町
議
会
議

員
選
挙

▼
投
票
日

４
月
22
日
（
日
）

▼
投
票
時
間

午
前
７
時
〜
午
後
８

時・
期
日
前
投
票
に
つ
い
て

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
旅
行
な
ど

で
投
票
に
行
け
な
い
有
権
者
の
人

は
、
次
の
日
程
に
よ
り
吉
岡
町
役
場

で
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時

ま
で
の
間
、
期
日
前
投
票
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

・
群
馬
県
議
会
議
員
選
挙

３
月
31
日(

土)

〜
４
月
７
日
（
土
）

・
吉
岡
町
長
お
よ
び
吉
岡
町
議
会
議

員
選
挙

４
月
18
日
（
水
）
〜
21
日(

土)

せ
ん
き
ょ

みんなの一票大切に



地
域
の
行
事
や
珍
し
い
出
来
事
な
ど

町
の
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を
お
伝
え
し
ま
す
！

皆
さ
ん
の
身
近
な
情
報
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

役
場
企
画
財
政
課
　
牲
54
・
３
１
１
１
　
内
線
１
３
１

【中学年団体の部】 優勝 郡大会優勝／県大会出場　ふれあいＡ（高橋和、今井実紅、森田彩恵、緒方
萌々香） 準優勝 ふれあいＤ（阿部みのり、角田彩那、関矢遥、加藤智之） 第３位 竹の子１（中
川比菜、遠藤瑞歩、吉澤萌美、山ノ内亜美）
【高学年団体の部】 優勝 郡大会優勝／県大会出場　ふれあいＢ（今井雅也、阿部友樹、星名利勝、星
名貴政） 準優勝 若草青空Ｃ（吉沢真里奈、永田瑞穂、高橋若奈、高橋佳奈） 第３位 白ばら１
（清水敬斗、石倉吉寛、外丸大空、須永航平）
【中学年個人の部】 優勝 青木真緒（こばと） 準優勝 栗田千速（ひばり） 第３位 郡大会優勝／
県大会出場　吉沢玄（白ばら）
【高学年個人の部】 優勝 郡大会優勝／県大会出場　大澤直人（春風） 準優勝 佐藤園佳（ふれあ
い） 第３位 長谷川由成（笹の葉）《敬称略》▼

▼▼

▼▼▼

▼▼

▼

▼▼

▼

高
学
年
個
人
優
勝
　
　
大
澤
直
人
く
ん

高
学
年
団
体
優
勝
　
　
ふ
れ
あ
い
Ｂ

吉岡町子ども会育成連絡協議会主催「第35回
吉岡町子ども会上毛かるた大会」が、社会体育
館柔道室で開催されました。
各部門の優勝～３位までの選手およびチーム

は、郡大会に出場し全ての部門でみごと優勝、
県大会への出場を果たしました。

吉岡っ子大活躍

子ども会
上毛かるた大会

中
学
年
個
人
優
勝
　
　
青
木
真
緒
さ
ん

中
学
年
団
体
優
勝
　
　
ふ
れ
あ
い
Ａ
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後半の講演会では、アグネス・
チャンさん自身の波乱に富んだ今
までの人生を振り返る中で、自ら
も受けた「いじめ」の問題を、そ
して、日本のユニセフ親善大使と
して世界中を巡る中で体験した
様々な問題をエピソードを交えて
熱っぽく話してくれました。最後
は手話を交えた得意な歌で締めく
くりました。
当日会場に用意した「ユニセフ

募金箱」には、来館された皆さん
から沢山の善意が寄せられ、日本
ユニセフ協会に送付しました。ご
協力ありがとうございました。

町内で800人が奉送迎

皇太子殿下ご来県
皇太子殿下は、１月26日・27日の２日
間「第62回国民体育大会冬季大会スケー
ト競技会・アイスホッケー競技会開会式」
へのご臨席のためご来県されました。27
日午後には上毛大橋から大松の交差点を
経由し、吉岡バイパスをお通りになり本
町を通過されました。沿道では、多くの
町民の皆さんが日章旗を手にお迎えし、
皇太子殿下もにこやかに手を振ってくだ
さいました。

人権教育推進協議会による講演会および
園児・児童・生徒意見発表会が、開館10
周年を迎えた文化センターで開催されまし
た。第３保育園児による華やかで元気な歌
と演奏に始まり、小中学生の代表６名によ
る「いじめ」や「人権」をテーマにした意
見発表が行われました。

「人権講演会・園児・児童・
生徒意見発表会」

アグネス・チャンが
熱弁！
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第
16
回
群
馬
県
少
年
サ
ッ
カ
ー

大
会
新
人
大
会

吉
岡
町
Ｓ
Ｓ
Ｓ
が
県
ベ
ス
ト
８

吉
岡
町
Ｓ
Ｓ
Ｓ
（
サ
ッ
カ
ー
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
）
は
１
月
に
開
催

さ
れ
た
「
群
馬
県
少
年
サ
ッ
カ
ー

大
会
新
人
大
会
」
で
ベ
ス
ト
８
に

な
り
ま
し
た
。

十
数
年
来
指
導
に
あ
た
っ
て
い

る
原
沢
信
次
監
督
は
「
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
の
勝
利
」
と
初
の
快
挙
に
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

例
年
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

は
11
月
〜
４
月
で
す
。
３
月
に
な

っ
て
も
ま
だ
油
断
は
出
来
ま
せ

ん
。一

人
ひ
と
り
が
日
常
生
活
に
注

意
し
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防

し
ま
し
ょ
う
。

▼
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト

・
咳
や
く
し
ゃ
み
の
時
は
、
テ
ィ

ッ
シ
ュ
で
口
を
押
さ
え
、
人
か

ら
離
れ
る

・
咳
が
出
る
時
は
、
マ
ス
ク
を
す

る
・
咳
を
し
て
い
る
人
に
は
、
マ
ス

ク
を
す
す
め
る

▼
抵
抗
力
を
つ
け
る

・
十
分
に
休
養
を
と
る

・
食
事
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
栄
養

を
と
る

・
厚
着
を
避
け
、
適
度
な
運
動
を

す
る

▼
感
染
経
路
を
た
つ

・
外
出
後
に
う
が
い
を
し
、
手
洗

い
を
す
る

・
流
行
地
や
、
人
ご
み
を
避
け
る

・
部
屋
の
換
気
を
定
期
的
に
行
う

■教育委員会生涯学習課
54ー0044

第
37
回
町
民
卓
球
大
会

２
月
４
日
に
町
民
卓
球
大
会
が

開
催
さ
れ
、
町
内
か
ら
団
体
、
個

人
と
も
多
数
の
参
加
が
あ
り
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
団
体
の
部

優
勝
　
第
９
区

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部

優
勝
　
境
野
　
正
治（
第
８
区
）

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部

優
勝
　
中
島
　
智
佳（
第
４
区
）
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■保健センター内 健康増進課
54ー7744

団体優勝　第９区

第
56
回
群
馬
県
１
０
０
㌔
駅
伝

競
走
大
会

渋
川
・
北
群
馬
チ
ー
ム
が
５
位

２
月
４
日
駅
伝
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
強
い
空
っ
風
が
吹

く
な
か
選
手
の
力
走
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
町
道
も
コ
ー
ス
の
一
部
と

し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
の

選
手
が
出
場
し
た
渋
川
・
北
群
馬

チ
ー
ム
は
５
位
と
な
り
大
健
闘
で

し
た
。

出
場
選
手
第
６
区

斉
藤
　
秀
也

第
７
区

米
沢
　
彰
元

第
８
区

富
岡
　
亮
太

第
９
区

梅
村
　
佳
尭
　

《
敬
称
略
》



の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
人
ひ

と
り
が
自
分
の
健
康
づ
く
り
に
注

意
し
て
、
健
康
で
健
や
か
な
毎
日

を
送
り
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
先

役
場
保
険
福
祉
課
　

54
・
３
１
１
１（
内
線
１
４
１
）

「
老
人
保
健
法
」
と
は
、
75
歳

以
上
（
ね
た
き
り
な
ど
の
人
は
65

歳
以
上
）
の
人
が
医
療
機
関
に
か

か
る
場
合
に
、
適
用
さ
れ
る
医
療

制
度
で
す
。

こ
の
制
度
で
は
、
医
療
費
な
ど

の
財
源
は
、
す
べ
て
の
医
療
保
険

122007.３

内　　容　　　　　　　　日　　　　時　　　　　　 場　 所　　 　　　対　 象　者　　　　　　　　　　摘　　　　　　要�

就学前に必要な集団あそびやリズムあそびをします�
申込みは不要、都合の良いときに参加して下さい�保健センター� １歳６ヵ月～未就学児と保護者�

保健センター�

保健センター�

わくわくあそび�
 ４月10日（火）�
時間　午前１0：00～１1：00

 ４月 ５日（木) �
時間　午前１0：00～１1：00

０歳～１歳６ヵ月未満児と保護者�
親子のふれあいを大切に、楽しみながら体操をします�
申込みは不要、都合の良いときに参加して下さい�保健センター�

 ４月12日（木)�
受付　午前10：00～10：15

 ４月12日（木)�
受付　午前10：00～10：45

持ち物：母子手帳、記入済みの健診アンケート�
（すこやか手帳内）、歯ブラシ（10～11ヵ月児） 

平成18年５月・12月生まれ�保健センター�乳 児 健 診 �
 ４月 ３日（火) �
受付　午後１：00～１：30

お母さんの仲間作り。身長・体重測定は自由に�
できます。べビービクスも一緒に行います�
持ち物：母子手帳�

子育てサークル� 保健センター�
（ふれあいコーナー）�

乳幼児をもつ親子、家族�

40歳以上の人�

50歳以上の男性�

20歳以上の�
年齢が偶数の女性�

40歳以上の�
年齢が偶数の女性�

平成18年８月・９月生まれ�

助産師による母乳に関する相談、乳房マッサー�
ジ、家族計画となります。身長・体重測定もで�
きます。 �
持ち物 ： 母子手帳、タオル３枚�

保健センター�
（授乳室・計測室）�母 乳 相 談 �

 ４月13日（金)�
受付　午後１：00～１：30

４月17日（火)�
　　18日（水)�
　　20日（金)�
　　24日（火)�
　　25日（水)�
　　26日（木)

受付�
午前８：30～�
　　１0：30

受付�
午後１：00～�
　　２：00

申し込み者全員�
日時指定�

生後６ヵ月未満　１回�
※生後３ヵ月からが望ましい�

持ち物 ： 母子手帳、記入済の予診票�
　　　　（すこやか手帳内）�
※体温測定は接種会場で行ないます��
　接種終了後に離乳食講習会と試食があります�

受診票・検診料1,100円�
 ◎胃がん検診を受ける人は朝の飲食をしないこと�

受診票・検体・検診料200円�
 ◎あらかじめ検体容器は購入して下さい　注1）�

受診票・検診料500円�

受診票・検診料1,200円�

受診票・検診料　40歳代     2,000円　(2方向撮影）�
 　　　　　　　  50歳以上  1,800円　(1方向撮影）�
◎17年度より視触診とマンモグラフィーの併用検診となりました�
◎乳がん検診を受ける人は衿なしカーディガンを用意して下さい�

B　　C　　G

胃 が ん 検 診�

大腸がん検診�

前立腺がん検診�

子宮がん検診�

乳腺・�

甲状腺がん検診�

持ち物：母子手帳、記入済みの健診アンケート�
３枚（すこやか手帳内）、朝一番の尿、歯ブラシ�
※家で目と耳の検査をしてきてください�

平成16年１月・２月生まれ�保健センター�３ 歳 児 健 診 �
 ４月 ６日（金) �
受付　午後１：00～１：30

親子の�
　ふれあい体操�

70
歳
以
上
の
方
は
無
料�

注１）　大腸がん検診の検体容器配布は、４月12日（木）～24日（火）まで保健センター窓口にて行います。容器代 300円と受診票をお持ち下さい。�

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

平
成
19
　年
度
吉
岡
町
け
ん
こ
う
ガ
イ
ド
、
Ｈ
Ｐ
も
ご
覧
下
さ
い
。�

医
療
費
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

老
人
保
健
医
療

80,000

85,000

90,000

95,000

100,000

105,000

110,000

115,000

120,000

（単位：千円）�

3月� 4月� 5月� 6月� 7月� 8月� 9月�10月
�
11月

�
12月

�
１月
�
２月
�

18年�

17年�

16年�
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■吉岡町文化センター
�54ー1161

http://park17.wakwak.com/̃yosibun/

３／５(月)・12(月)・19(月)・22(木)
３／26(月)・29(木)
４／２(月)

文化センター
休館日

　日　　時　３月21日（水）（２回上映）�
　　　　　　①10：00～�
　　　　　　②14：00～�
　鑑 賞 料　大　　人　800円（前売り700円）�
　　　　　　高校生以下　600円（前売り500円）�
　チケット　文化センター窓口（文化センター休館�
　取扱場所　日は、教育委員会窓口にて取扱ってい�
　　　　　　ます）�

▼�
�
�

▼�
�

▼�

劇場版�劇場版�劇場版�

　期　　日　３月28日（水）�
　時 　 間　午後２時開演（午後１時30分開場）�
　会　　場　文化センターホール（全席自由）�
　演　　目　「マジックショー」　40分�
　　　　　　「ケロロ軍曹ショー」30分�
　入 場 料　無料（先着508人）�

▼�

▼�

▼�

▼�
�

▼�

吉岡町文化センター開館　　周年記念�

c 吉崎観音/角川書店・サンライズ・テレビ東京・NAS○
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■吉岡町図書館(文化センター内)
54ー6767

http://www.library.yoshioka.gunma.jp/

わらべの会の読み聞かせ
毎週土曜日　午後２時～　

パネルシアター
４月11日(水)

午前10時～／午前10時30分～
25日(水)

お知らせ

一
　
般
　
書

児
　
童
　
書

Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ

もう一度会いたい 向井帯刀の発心 世間の辻 ドアD 仕事中だけ＜うつ病＞
になる人たち

風の館の物語１ 天と地の守り人
第２部

ぼくらは｢コウモリ穴｣
をぬけて

おさんぽトコちゃん
トコトコトコ

どろんこそうべえ

ふたりのロッテ
（DVD）

下町の太陽
(DVD)

道路は危険がいっぱい！
(ビデオ)

Black Cherry
（ＣＤ）

ウルトラマン
（ＣＤ）

３／５(月)～3／10(土)蔵書点検
３／12(月)・19(月)・22(木)・26(月)
３／29(木)
４／２(月)

図書館
休館日

3／5(月)～10(土)は蔵書点検のため
休館になります。
ご協力をお願いします。

蔵書点検
休館日
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統
計
調
査
員
を
募
集

国
な
ら
び
に
県
か
ら
の
委
託
に

よ
り
実
施
す
る
各
種
統
計
調
査
に

従
事
す
る
統
計
調
査
員
を
募
集
し

ま
す
。

▼
職
務
内
容

町
内
の
調
査
対
象

事
業
所
や
世
帯
な
ど
へ
出
向
き
調

査
内
容
を
説
明
し
、
調
査
票
の
配

布
と
記
入
依
頼
。
後
日
調
査
票
を

回
収
し
、
調
査
票
の
検
査
と
調
査

書
類
の
作
成
。

▼
募
集
人
員

14
人

▼
時
期

６
月
、
10
月
、
12
月

▼
時
間

指
定
さ
れ
た
期
間
内
で
、

原
則
日
中
の
都
合
が
つ
く
時
間

▼
待
遇

報
酬
を
支
給
（
県
補
助

金
の
範
囲
内
）

▼
応
募
資
格

町
内
に
居
住
し
、

調
査
活
動
に
専
念
で
き
る
健
康
な

人
。
調
査
員
と
し
て
仕
事
上
、
不

適
当
と
思
わ
れ
る
職
業
ま
た
は
経

歴
を
有
し
な
い
人
（
警
察
、
選
挙
、

税
務
事
務
、
興
信
所
等
に
直
接
関

係
の
な
い
人
）

▼
申
込
方
法

総
務
課
に
あ
る
申

込
書
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

役
場
総
務
課

54
・
３
１
１
１（
内
線
１
２
２
）

３月�６日（火）�

13日（火）�

19日（月）�

午前�

午前�

午後�

０、１歳児あつまれ！�

２、３歳児あつまれ！�

みんなでつくろう�

月�3

英語あそび�
午前10時30分～  ３月９日・16日・23日・30日（金）�

えくぼクラブ�
３月８日（木）「お別れ会」�

■開館時間�
　月～金曜日　午前10時～午後５時�
　土曜日　　　午前10時～午後３時�

■午後の行事�
　午後１時30分～�

■午前の行事・えくぼクラブ�
　午前10時30分～�

０ 、 １ 歳 児 あ つ ま れ ！ �
　２月６日の「０、１歳児あつまれ」では、
NPO法人「時をつぐむ会」ぴよぴよの会の横
山由美子先生によるリズム遊び、手遊び、読
み聞かせが行われました。�
　当日は20組を超える親子が参加して先生の
かけ声のもと、踊ったり歌ったりしました。�

教
・
企
業
な
ど
の
営
利
に
関
わ
る

も
の
は
対
象
外
と
し
ま
す
。
ま
た

営
業
に
よ
る
塾
・
教
室
な
ど
へ
の

生
徒
勧
誘
を
目
的
と
し
た
講
座
も

対
象
外
と
し
ま
す
。）

▼
講
座
の
運
営

講
師
と
受
講
生

で
行
い
ま
す
。

▼
指
導
料

受
講
生
参
加
費
が
講

師
指
導
料
に
な
り
ま
す
。（
受
講

生
参
加
費
は
各
講
座
開
催
回
数
に

関
係
な
く
、
１
講
座
に
つ
き
１
’

０
０
０
円
と
し
ま
す
。）

▼
企
画
内
容

様
式
は
自
由
で
す

が
、
以
下
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。

①
講
座
名
②
講
座
内
容
③
受
講
対

象
者
お
よ
び
募
集
人
数
④
受
講
者

負
担
金
（
材
料
費
な
ど
）
⑤
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
（
開
催
回
数
・
希
望
日

時
【
平
成
19
年
７
月
〜
20
年
３
月

ま
で
の
間
】）

※
な
お
、
１
教

室
は
約
２
時
間
、
回
数
に
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。
⑥
開
催
希
望
会
場

⑦
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
（
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、
電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

▼
申
込
期
限

４
月
10
日
（
火
）

▼
申
込
場
所

教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
　
〒
３
７
０
―
３
６
９
２

吉
岡
町
下
野
田
５
６
０

54
・
３
１
１
１

55
・
５
９
３
３

平
成
19
年
度
　
住
民
参
画
型
事
業

自
主
企
画
運
営
生
涯
学
習
講
座

〜
あ
な
た
も
講
師
に

な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！
〜

住
民
の
皆
さ
ん
が
講
師
と
な

り
、
受
講
生
と
一
緒
に
運
営
す
る

講
座
「
よ
し
お
か
手
作
り
講
座
」

の
講
師
を
募
集
し
ま
す
。
ジ
ャ
ン

ル
は
問
い
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
も

っ
て
い
る
知
識
や
特
技
を
活
か
し

て
、
講
座
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

▼
講
師
対
象

町
内
ま
た
は
近
隣

に
在
住
・
在
勤
の
方
（
免
許
資
格

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。）

▼
講
座
の
内
容

ジ
ャ
ン
ル
は
問

い
ま
せ
ん
（
特
定
の
政
党
・
宗

■教育委員会生涯学習課
54ー0044



自
衛
官
の
募
集

防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
、
陸
・

海
・
空
自
衛
隊
の
予
備
自
衛
官
補

を
募
集
し
ま
す
。

予
備
自
衛
官
補
と
は
、
非
常
勤

の
国
家
公
務
員
と
し
て
、
普
段
は

そ
れ
ぞ
れ
他
の
職
業
に
従
事
し
な

が
ら
、
訓
練
召
集
命
令
に
よ
り
、

所
要
の
訓
練
を
受
け
る
予
備
自
衛

官
を
養
成
す
る
コ
ー
ス
で
す
。

▼
募
集
項
目

・
一
般
　
一
般
の
予
備
官
を
養
成

す
る
コ
ー
ス
で
す
。

・
技
術
　
特
別
の
国
家
資
格
な
ど

を
有
す
る
人
を
、
予
備
自
衛
官
と

し
て
、資
格
に
応
じ
た
部
署
に
配
置

す
る
た
め
募
集
す
る
コ
ー
ス
で
す
。

▼
応
募
資
格

一
般
　
18
歳
〜
33
歳

技
術
　
18
歳
〜
52
歳
（
医
師
・
薬

剤
師
は
55
歳
未
満
）

▼
願
書
受
付

４
月
９
日
（
月
）

必
着

▼
試
験
期
日
〔
１
次
試
験
（
筆
記

試
験
お
よ
び
適
正
検
査
）〕

４
月
14
日
〜
16
日
の
１
日
（
詳
細

は
願
書
受
付
時
に
連
絡
）

▼
入
隊
期
日

平
成
20
年
４
月
上

旬▼
問
合
せ
先

自
衛
隊
群
馬
地
方

協
力
本
部
前
橋
募
集
案
内
所

０
２
７
・
２
３
３
・
８
９
６
０

内　　　科� 外　　　科� 耳　鼻　科� 歯　　　科�

11�

18�

21�

25�

１�

大井内科クリニック�
（吉岡町）30-5575 

西沢医院�
（渋川）22-2324 

奈良内科医院�
（渋川）25-1155 

大谷内科クリニック�
（中村）20-1881 

岡本内科クリニック�
（吉岡町）20-5353 

本沢医院�
（石原）23-6411 

井口医院�
（金井）25-1100 

船曳医院�
（中郷）53-2530 

痛みのクリニック長谷川医院�
（吉岡町）30-5055 

めぐみこどもクリニック�
（行幸田）30-2022 

ほしかわ歯科医院�
（石原）24-8835 

山崎歯科医院�
（渋川）25-1184 

小野上歯科診療所�
（村上）59-2493 

永井歯科医院�
（赤城町）56-8854 

田村歯科医院�
（渋川）22-0942 

高野外科胃腸科医院�
（渋川）24-2454 

関口病院�
（渋川）22-2378 

北條外科胃腸科医院�
（吉岡町）54-6870 

森　医　院�
（石原）23-8733 

川島医院�
（渋川）22-2421 

加藤整形外科医院�
（行幸田）20-1007 

井野整形外科リハビリ内科�
（吉岡町）30-5255 

３�

４�

月� 日�

iモード検索　http://shibukawa.gunma.med.or.jp/i.htm

※変更になっている場合がありますので、医院へ確認してからお出かけください。 ※耳鼻科は診療時間が正午までです。�

平成19年３月～４月分�

◎渋川地区消防本部救急病院等案内テレホンサービス　 23-0099 ◎夜間急患診療所（午後７時～午後11時 年中無休） 23-8899
◎「医療情報検索システム」をご利用ください。 パソコンhttp://search.gunma.med.or.jp/gen/ iモードhttp://search.gunma.med.or.jp /imode/
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法
廷
通
訳
人
候
補
者
の

登
録
者
を
募
集
し
て
い

ま
す刑事

裁
判
で
は
、
被
告
人
が
日

本
語
を
理
解
で
き
な
い
場
合
、
法

廷
で
の
や
り
取
り
を
通
訳
す
る
人

（
通
訳
人
）
を
つ
け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
通
訳
人
は
、
通
訳

を
必
要
と
す
る
事
件
ご
と
に
、
通

訳
人
候
補
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
、

被
告
人
の
権
利
を
保
障
し
適
正
な

裁
判
を
実
現
す
る
上
で
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
外
国
人
が
被
告
人
と
な

る
刑
事
事
件
が
増
え
て
お
り
通
訳

を
必
要
と
す
る
言
語
も
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
言
語
に

よ
っ
て
は
通
訳
人
候
補
者
の
数
が

十
分
と
は
い
え
な
い
状
況
で
す
。

そ
こ
で
、
裁
判
所
で
は
広
く
通
訳

人
候
補
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

通
訳
人
候
補
者
と
な
る
た
め
に

特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

面
接
な
ど
を
経
た
う
え
で
通
訳
人

候
補
者
と
し
て
名
簿
に
登
載
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
裁
判
所
で

は
、
最
初
は
そ
れ
ほ
ど
複
雑
で
な

い
事
件
の
通
訳
か
ら
依
頼
す
る
な

ど
の
配
慮
を
し
て
い
ま
す
し
必
要

な
研
修
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
刑

事
裁
判
の
知
識
に
自
信
の
な
い
方

で
も
ご
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。

▼
詳
細

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

h
ttp
://w
w
w
.co
u
rts.go

.jp
/

▼
問
合
せ
先

最
寄
り
の
地
方
裁

判
所
の
刑
事
訟
廷
事
務
室
庶
務
係

ま
た
は
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
刑

事
局
第
二
課
　
０
３
・
３
２
６

４
・
８
１
１
１（
内
線
４
２
２
３
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

平
成
19
年
度
会
員
を
募
集
し
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
会
員
登
録

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

入
会
説
明
会

▼
期
日

３
月
15
日
（
木
）

▼
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
場
所

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
・
会
議
室

▼
入
会
資
格

お
お
む
ね
60
歳
以

上
の
健
康
で
働
く
意
思
の
あ
る
人

▼
内
容

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
概
要
説
明
、
会
員
に
よ
る
就

労
体
験
発
表

▼
問
合
せ
先

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
　
　
30
・
５
１
６
１



県
政
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
ぐ

ん
ま
見
聞
録
」
読
者
募
集
中

「
ぐ
ん
ま
見
聞
録
」
は
県
政
の

旬
の
情
報
や
話
題
、
イ
ベ
ン
ト
や

観
光
情
報
な
ど
を
お
届
け
す
る
メ

ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
す
。
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
発
行
日

金
曜
日

▼
内
容

知
事
の
言
葉
、
イ
ベ
ン

ト
・
観
光
・
県
政
情
報
、
読
者
参

加
コ
ー
ナ
ー
な
ど

▼
登
録
料

無
料

▼
登
録
方
法

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
.p
ref.gu

n
m
a.jp

/k
e
n
b
u
n
/

）
か
ら
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

県
庁
広
報
課

０
２
７
・
２
２
６
・
２
１
７
１

河
川
整
備
計
画

国
土
交
通
省
で
は
、
利
根
川
水

系
の
国
が
管
理
し
て
い
る
区
間
に

つ
い
て
、
関
係
住
民
の
ご
意
見
ご

要
望
な
ど
を
踏
ま
え
た
「
河
川
整

備
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴
か

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

関
東
地
方
整
備
局

河
川
部
河
川
計
画
課
　
０
４
８
・

６
０
０
・
１
３
３
５
、

h
ttp
://

w
w
w
.ktr.m

lit.go
.jp
/to
n
egaw

a-p
lan
/

●
人
権
相
談
●

▼
期
日

３
月
６
日
、
４
月
３
日

(

火)▼
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
会
場

老
人
セ
ン
タ
ー
会
議
室

▼
問
合
せ
先

役
場
総
務
課

54
･
３
１
１
１(

内
線
１
２
３)

●
行
政
相
談
●

▼
期
日

３
月
20
日(

火)

▼
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
会
場

老
人
セ
ン
タ
ー
会
議
室

▼
問
合
せ
先

役
場
総
務
課

54
･
３
１
１
１(

内
線
１
２
３)

●
心
配
ご
と
相
談
会
●

▼
期
日

３
月
６
日
・
20
日
、
４

月
３
日(

火)

▼
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
会
場

老
人
セ
ン
タ
ー
会
議
室

▼
問
合
せ
先

社
会
福
祉
協
議
会
　

54
･
３
９
３
０

●
こ
こ
ろ
の
相
談
●

▼
期
日

３
月
６
日
・
20
日(

火)

▼
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

(

30
分
ご
と
の
予
約
制
。
受
付
時
間

は
午
後
１
時
30
分
〜
３
時)

▼
会
場

渋
川
保
健
福
祉
事
務
所

▼
申
込
方
法

電
話
予
約

▼
問
合
せ
先

渋
川
保
健
福
祉
事

務
所
保
健
係
　
　
22
･
４
１
６
６

江
戸
褄
紹
介

吉
岡
町
生
活
改
善
会
で
は
、
江

戸
褄
、
喪
服
、
モ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

衣
装
の
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
料
金

４
’０
０
０
円
〜

１
９
’０
０
０
円

▼
問
合
せ
先

役
場
総
務
課

54
・
３
１
１
１(

内
線
１
２
１)

カートリッジガスボンベ・スプレー缶などは、必ず穴をあけて出してください。�

※月曜日は祝日でも、ゴミの収集をします。※ゴミを出すときは、指定袋で決めら�
れた日の朝８時までに決められた場所へ出してください。�

燃える�
ごみ�

燃えない�
ごみ�

分別ごみ�

粗大ごみ�

月曜日�
３月５日・12日・19日・26日�
４月２日・ ９日�

収集するゴミ／ビン類（無色透明ビン・茶色ビン・その他のビン）、ペットボトル�
※キャップは、はずし洗って出してください。�
※割れビンは不燃ごみに出してください。�

火曜日�
３月６日・13日・20日・27日�
４月３日・10日�

木曜日�
３月８日・15日・22日・29日�
４月５日・12日�

金曜日�
３月９日・16日・23日・30日�
４月６日・13日�

水曜日�３月７日　４月４日�

水曜日�３月14日・28日　４月11日�

家電リサイクル法によりエアコン・冷蔵庫・テレビ・洗濯機は回収しません。�
パソコンリサイクル法によりパソコンは回収しません。�

西部地区�
第１区～７区�

東部地区�
第８区～13区�

水曜日�３月 ７日�
午前９:30～10:30�
午後１:30～ ２:30

漆原文化センター（12・13区）�
三津屋田端公会堂（９区）�

平成19年２月１日�

人口�

男�

女�

世帯�

18,513人�

9,127人�

9,386人�

6,039戸�

（＋40）�

（＋24）�

（＋16）�

（＋23）�

（　）は前月との増減数�

吉岡町�渋川署管内�

発生件数�

死者数�

傷者数�

19件�

０人�

25人�

83件�

１人�

114人�

平成19年１月１日～１月末日�

■役　　　場…………54‐3111�
■保健センター………54‐7744�
■教育委員会………54‐0044�
■文化センター………54‐1161�
■図　書　館…………54‐6767�
■児　童　館…………20‐5960�
■老人福祉センター…54‐3603�
■リバートピア吉岡…55‐4126�
■緑 地 運 動 公 園…54‐1221

相
　
談
　
会�
相
　
談
　
会�

17 2007.３



vol.192
発　行：吉岡町役場　　編　集：企画財政課　　群馬県北群馬郡吉岡町下野田560番地　　　0279（54）3111（代表） FAX 0279（54）8681
URL http://www.town.yoshioka.gunma.jp
印　刷：松本印刷工業株式会社

吉
岡
町
の
情
景
を
綴
っ
た
、
新

し
い
歌
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の

歌
に
は
、
吉
岡
の
四
季
が
昔
の
農

家
の
作
業
を
通
し
て
綴
ら
れ
て
い

ま
す
。

♪
名
コ
ン
ビ
再
結
成

こ
の
歌
を
生
み
出
し
た
の
は
、

陣
場
の
松
岡
達
雄
さ
ん
と
渋
川
の

横
手
英
雄
さ
ん
。
吉
岡
中
校
歌
を

作
っ
た
名
コ
ン
ビ
で
す
。
こ
の
お

二
人
の
再
結
成
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
ふ
る
里
を
愛
す
る
強
い
気
持

ち
に
よ
り
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
し

た
。

♪
ふ
る
里
有
情
誕
生

き
っ
か
け
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

が
松
岡
さ
ん
に
相
談
を
し
て
き
た

こ
と
。
地
域
の
皆
さ
ん
は
、
昔
な

が
ら
の
農
村
風
景
が
失
わ
れ
つ
つ

あ
る
今
、
古
き
良
き
吉
岡
を
後
世

に
伝
え
る
手
段
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
し
た
。『
堅
苦
し
い
文
書

で
は
読
ん
で
も
ら
え
な
い
だ
ろ

う
』
そ
ん
な
議
論
の
な
か
、
歌
に

し
た
ら
多
く
の
人
が
口
ず
さ
ん
で

く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、

松
岡
さ
ん
に
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。

♪
ど
ん
な
歌
に
す
る
か

ま
ず
は
、
人
々
に
親
し
み
を
も

っ
て
も
ら
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
よ
り
多
く
の
年
代
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
よ
う
に
叙
情
歌
の
形
を

と
り
ま
し
た
。

内
容
は
、
農
家
の
嫁
か
ら
見
た

１
年
を
綴
り
ま
し
た
。
冬
の
ど
ん

ど
焼
き
や
小
正
月
。
春
の
祭
り
の

太
々
神
楽
や
養
蚕
の
始
ま
り
。
初

夏
の
田
植
え
に
、
長
雨
や
日
照
り

の
厳
し
さ
。
そ
し
て
秋
の
収
穫
の

喜
び
。
移
り
ゆ
く
四
季
が
凝
縮
さ

れ
た
、
美
し
い
歌
が
誕
生
し
ま
し

た
。

♪
歌
が
伝
え
る
大
切
な
心

こ
の
歌
を
通
し
て
伝
え
た
か
っ

た
こ
と
。
そ
れ
は
、
家
族
の
温
か

さ
だ
と
松
岡
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

豊
か
で
は
な
い
が
家
族
ぐ
る
み
で

農
業
に
取
り
組
む
姿
。
地
域
で
行

わ
れ
る
年
中
行
事
が
待
ち
遠
し
く

楽
し
み
だ
っ
た
頃
。
家
族
は
一
つ

に
ま
と
ま
り
、
地
域
は
協
力
し
合

い
、
厳
し
い
自
然
に
立
ち
向
か
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
、
人
間
の

温
か
い
つ
な
が
り
を
、
歌
を
通
し

て
表
現
し
た
の
で
す
。

♪
地
域
に
広
が
る「
ふ
る
里
有
情
」

今
、
こ
の
歌
は
、
地
域
の
取
り

組
み
か
ら
町
全
体
へ
と
広
が
り
を

見
せ
て
い
ま
す
。
吉
岡
中
合
唱
部

に
よ
る
敬
老
福
祉
大
会
の
発
表
で

は
、多
く
の
人
々
に
感
銘
を
与
え
、

生
徒
の
歌
声
は
Ｃ
Ｄ
と
な
り
、
多

く
の
人
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
ま

し
た
。

今
回
の
取
り
組
み
は
、
全
て
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
の
力
に
よ
っ
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
住
民
が
地
域
を

愛
す
る
心
は
、
大
き
な
力
と
な
っ

て
、
ふ
る
里
吉
岡
を
守
り
、
発
展

さ
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

松岡達雄さん(右)。陣場在住。吉岡中校歌の歌詞募集
に応募し多くの作品の中から選考される。
横手英雄さん(左)。渋川市在住。当時の明治中に新任
教諭として勤務して以来吉岡とは深いかかわりを持
つ。昭和44年の吉岡中設立時には音楽教諭として、
吉岡中学校の校歌を作曲した。


